
これからの情報教育(狭義)を考える
大学入試共通テスト 試作問題「情報」を解く

Epnetfan座学編 2023/6/2

話者: Dovaha(北海道大学理学院宇宙理学専攻)



Zoom参加者へのお願い

• 本日, 話者はVRChatユーザー「Dovaha」として話をしま
す.
• そのため, 話者に呼びかける際は本名ではなく[Dovaha (どぅば

は)]に呼びかけてください
• 本名で呼んだ人には粗相ポイントがたまります.

• 使い道は後程考えます(1pt でビール一本, 5pt で飲み放題と
か？)

• 話者に質問がある際は呼びかけてもよい名前で名乗って
ください
• 「(所属)の(呼びかけてもよい名前)です. 質問ですが……」のよ

うに
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話者紹介

• Dovaha(VRCにも中継するため, 本名非公開)
• Twitter ID : mogisuke0301

• Qiita : @Dovaha

• VRCID : Dovaha
• 名前の由来はどこかの飲み会での酔っ払いの叫び声から

• 趣味: キャンプ, ドライブ, 天体観測

2023/6/2

リアルアバター バーチャルアバター
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みなさまへのお願い

• 令和7年度大学入試共通テスト試作問題『情報Ⅰ』を予めダウン
ロードしておいてください.
• [令和7年度試験の問題作成の方向性，試作問題等]でgoogle検

索して出てきたページ(下記URL)の下部
• https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shiken_jouhou/r7ikou/r7mondai.html

• 第1問 問1 a, 第1問 問3,  第3問全部を解きます.聞きながら解いてみてね！
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これからの情報教育とは？？

• 前提 : 自身の所属する惑星宇宙グループでは学部2年生
向けに「情報実習」というLinux及びネットワーク利用
の基礎を教える授業を行っている.
• これまでは高校で”専門的”な情報の教育を受けていない前提

で授業内容を組み立てていた.

• 情報実習の授業内容抜粋(情報実習スケジュールより)
• Linux入門, ハードウェア分解組み立て, OSインストール

• Internetの歴史, ネットワークの仕組み, リモートアクセス

• カーネルとシェル, シェルスクリプト

• 数値計算入門
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これからの情報教育とは？？

• 2022年度より高校教育において“情報”が必修化！！
• これに伴い令和7年度より“情報”の授業を高校で受講した学

生が大学に入学してくる.

• 令和8年度以降の情報実習では高校において情報を学習
した学生向けの講義を行わなければならない.

➢“情報” の講義でどのような内容を
学習するかを知る必要がある
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これからの情報教育とは？？

• 2022年度より高校教育において“情報”が必修化！！
• これに伴い令和7年度より“情報”の授業を高校で受講した学

生が大学に入学してくる.

• 令和8年度以降の情報実習では高校において情報を学習
した学生向けの講義を行わなければならない.

➢“情報” の講義でどのような内容を
学習するかを知る必要がある
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しかし, 学習指導要領を読み込
むのはめんどくさい！！！
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簡単に高校の授業内容を把握するには？

高校で情報を学習し, 北大に入学してくる学生の知識レ
ベルを把握したい.

• 少なくとも北大に入ってくる学生は共通テストを受け
るはず……？

• 高校の学習指導要領を網羅した範囲から共通テストは
出題されるよね……？

• じゃあ情報の共通テスト試作問題(抜粋)を解いてみよ
う！！
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共通テスト試作問題“情報”

• 公開元 独立行政法人大学入試センター 令和7年度試験
の問題作成の方向性, 試作問題等
• URL: https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shiken_jouhou/r7ikou/r7mondai.html

• 試験時間 60分

• 出題範囲 「情報Ⅰ」の内容から出題

• 試作問題は「令和７年度大学入学共通テストから新た
に出題科目として設定する『情報I』について具体的な
イメージの共有のために作成・公表」されている.
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「情報」の問題作成方針

• 試作問題の作成の意図
• 「日常的な事象や社会的な事象と情報との結び付き，情報と

情報技術を活用した問題の発見・解決に向けての探究的な活
動の過程，及び情報社会と人の関わりを重視する。」

• 「社会や身近な生活の中の題材や受験者にとって既知ではな
いものも含めた資料等に示された事例や事象について，情報
社会と人との関わりや情報の科学的な理解を基に考察する力
を問う問題などとともに，問題の発見・解決に向けて考察す
る力を問う問題も含めて検討する。」

• 情報の授業で学習したモノを利用して問題を解こう
ね！ということ……と解釈した
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「情報」の問題作成方針

• また, 「試作問題の中にあるプログラム表記は，授業で
多様なプログラミング言語が利用される可能性がある
ことから，受験者が初見でも理解できる大学入試セン
ター独自の日本語でのプログラム表記を用いた。令和
７年度試験問題も同様の方向性で検討する。」とある.

• 要するにプログラミング言語に左右されずにアルゴリ
ズムを組めるようになろうね！アルゴリズムが分かれ
ば解ける問題になっているよ！ということ.
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実際に問題を解いてみる

• 全部で大問が4問あり, 解答欄は48個ある.
• 全問解くと時間が足りない！！！

• ここまで20分くらいの予定であと40分くらいで終わらせたい. 

• 第1問 問1 a, 第1問 問3,  第3問全部を解いてみよう！
• 問題選出基準

• 第1問 問1 a: 常識力把握問題

• 第1問 問3 思考力を問う問題

• 規則を提示された状態で要求を満たす構造を作る能力を問う

• 第3問 プログラミング問題

• アルゴリズムの
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第1問問1 a: 常識力把握問題( 解説編 )

• 第1問は情報Ⅰの学習指導要
領の4領域“情報社会の問題解
決”
“コミュニケーションと情報
デザイン”“コンピュータとプ
ログラミング”“情報通信
ネットワークとデータの活
用”からそれぞれ1問ずつ出題.

• 問1はネットリテラシーにつ
いて
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第1問問1 a: 常識力把握問題( 1分 )

• 正解: 1, 4
• 0 : “どんなときでも”ではないよね.

• 1 : 小学校の同級生の男子が女子を名乗って「君のことが好きだったん
だ」って言ってくるいたずらなどがある. 

• 2 : 匿名投稿でもIPアドレスなどから本人を特定することは可能

• 3 : 基本的に！個人情報は書き込まないこと！！

• 4 : 自分に関わる分野に関する著作権の話は抑えておいたほうがいいよ.

• 5 : 肖像権はどんな人にも存在します！
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第1問問3 : 論理回路を組み立てよう( 概要 )

• 基本的な論理回路の真理値表を与
えられて論理回路を組む問題
• 真理値表は論理回路の入力に対する

出力を表している.
• 論理回路はチューリング完全を達成

可能！！

• →論理回路はNAND(NOT+AND)があれ
ば全部組める！！！
• →NANDはチューリング完

全？？？？

2023/6/2

論理回路の例 : 半加算器

S

C

A

B

A B C S

0 0 0 0

0 1 0 1

1 0 0 1

1 1 1 0

半加算器の真理値表
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第1問問3 : 論理回路を組み立てよう[1](1分) 

• A, Bの両方が1になるとき, Xを1にし
たい.
• 論理回路を書く問題は, まずは真理値

表を作成すると楽.
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第1問問3 : 論理回路を組み立てよう[1](解説) 

• A, Bの両方が1になるとき, Xを1にした
い.
• 真理値表は右

• ORと一緒！

• というわけで答えは0

• 文章を読んで意味を取れるか問う問題

2023/6/2

A B X

0 0 0

0 1 0

1 0 0

1 1 1
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第1問問3 : 論理回路を組み立てよう[2](1分) 

• A, B, Cの2箇所以上が1になるとき, Xを
1にしたい.
• まずは全体の真理値表を書いてみよう[キ]
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第1問問3 : 論理回路を組み立てよう[2](1分) 

• A, B, Cの2箇所以上が1になるとき, Xを1
にしたい.
• まずは全体の真理値表を書いてみよう→2

• 次に, [ク]周りを理解するための真理値表を
書く.
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第1問問3 : 論理回路を組み立てよう[2](3分) 

• A, B, Cの2箇所以上が1になるとき, Xを1
にしたい.
• [ク]周りを理解するための真理値表を書く.

2023/6/2

あ

い
A B C あ い X

0 0 0 0

0 0 1 0

0 1 0 0

0 1 1 1

1 0 0 0

1 0 1 1

1 1 0 1

1 1 1 1

あ い X
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第1問問3 : 論理回路を組み立てよう[2](解説) 

• A, B, Cの2箇所以上が1になるとき, Xを1
にしたい.
• 真理値表は以下のようになるので[ク]は1.

2023/6/2

あ

い
A B C あ い X

0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 0

0 1 0 0 0 0

0 1 1 1 0 1

1 0 0 0 0 0

1 0 1 0 1 1

1 1 0 1 0 1

1 1 1 1 1 1

あ い X

0 0 0

1 0 1

0 1 1

1 1 1

EPnetFaN座学編 これからの情報教育(狭義)を考える 21



第2問をざっと見る

• AはQRコードを題材にしている. 
• 問1, 問2は記載されている情報をも

とに考察する問題.

• 問3 は表を元に考察を行い, 問4は
問3で得られた情報を使って解く.

• Bは日常の問題を題材に問題の切
り分けと解決をする能力を問う
• 学祭の1日目と2日目の間にシミュ

レーター書く時間ある？？？？？
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第3問 : アルゴリズムを組もう！[概要]

• 買い物の時の小銭の授受枚数を
最小化したい！という問題を解
決するための手順を考える問題.
• 受け取るおつりの枚数を最小化す

るだけでなく, 渡す枚数と受け取る
枚数の両方を最小化したい.

• 指定する金額ちょうどとなる硬貨
の組み合わせのうち最小の枚数を
戻り値とする関数を作成し, その関
数を利用して最小授受枚数を計算
する, という手順を用いる.
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第3問問1 : 問題の切り分け(3分)

• 用いる関数 : 枚数(金額)
• 枚数(金額) :引数として「金額」

が与えられ，ちょうどその金額と
なる硬貨の組合せの中で，枚数が
最小となる硬貨枚数が戻り値とな
る関数.
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第3問問1 : 問題の切り分け(解説)

• 用いる関数 : 枚数(金額)
• 枚数(46) → 6枚(10 × 4 + 5 + 1)

• イ : 渡す枚数+受け取る枚数 → 0
• というか, 下にある式が答え

• ウ : 商品価格にお釣りを足した額
→ 2

• エ : お釣りの価格 → 1
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第3問問2 : 枚数(金額)の作成(3分)

• オ, カで46円に対して10円玉が何
枚使えるか(オ)及びいくら残るか
(カ)を求める.

• キからコで実際の関数を完成させ
る.
• 配列(添え字0開始), 繰り返し, 整数型

の除算の計算を知っていれば解ける.
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第3問問2 : 枚数(金額)の作成(解説)

2023/6/2

• アルゴリズムを組む体験をする.
• オ : [10円をいくつとれるか]→2

• カ : [10円を取った余り]→3

• キ : 配列の要素について計算したい
ので 1 or 2. 大きいほうから計算した
いので → 1

• ク : maisuを更新したいので → 1

• ケ : 今のKoukaで何枚取れるか → 0

• コ : 今のKoukaをとった残り額 → 1
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第3問問3 : 最小授受枚数の決定( 5分 )

• 商品価格は100円以下(ここでは46
円), 釣銭候補は0-99円, 
mini_maisu(初期値100)に現在の最
小の釣銭枚数を記録し, 少ない枚数
の払い方が出るたびに更新.
• 考え方はほとんど文章中で述べられ

ているのでアルゴリズムを実装でき
るかを問う問題.
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第3問問3 : 最小授受枚数の決定(解説)

• サ, シ : 釣銭枚数を変数として考え
る → サ : 3, シ : 0

• ス, セ : 現在の支払いパターンでの
枚数合計を知りたい → ス, セ : 0, 2

• ソ, タ : 支払いパターンを更新する
必要があるときに更新 → ソ:0, タ:1
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第4問をざっと見る

• “IT”というより“情報”を題材に
した問題.
• 図表から何が読み取れるかをしっ

かりと問うている良問

• なんか研究をしている気分になっ
てくるので自分の研究をちゃんと
進めなきゃいけない気になってく
るという意味では悪い問題かもし
れない.
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共通テスト試作問題“情報” : 総括

• 全体的にすごく出来の良い問題

• 浅く広く触れながら, ちゃんと“情報”の授業で学んでほ
しいだろう内容を問うている.
• 第1問で知識確認, 第2問, 第4問で図表の読み取りと情報処理

の能力確認, 第3問でアルゴリズムの実装能力の確認.

• 大学生なら事前知識なしで解けてほしい気持ちもある.

• 共通テストプログラミング表記は簡単なプログラムの
流れを追うときに便利かもしれない.
• フローチャートの読み書きができるようになる前の第一歩.
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情報の授業で教える知識の確認

• ここからは高等学校情報科「情報Ⅰ」教員研修用教材
(文部科学省)をもとに情報Ⅰで教える知識を確認

• 情報の分野について読みやすくまとまっている
• 一度は斜め読みをしていいかもしれない.

• 情報実習にかかわるのはコンピューターとプログラミ
ング, 情報通信ネットワークとデータの活用の分野.
• 誤差や簡単なIO, アルゴリズム, 情報セキュリティ, データ型

の概念, 情報処理なども扱う.

• 情報実習で扱わない範囲だと簡単なテキストマイニングなど
も扱う.
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今後の情報実習のあり方

• 情報実習の授業内容の多くが高校の授業の応用範囲程
度となってしまう.
• 情報Ⅱの範囲も考慮に入れると情報Ⅱですでに履修した内容

を扱うことになる.

• 北大の情報Ⅰの授業がどう改定されるかを把握してそ
れに合わせて情報実習の内容を改定していくのがいい
のかもしれない.
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